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同窓会総会・懇親会のご案内同窓会総会・懇親会のご案内
令和７年

11月８日（土）　ホテルメトロポリタン盛岡 NEW WING
総　会　16：00　　懇親会　17：00
会　費　5,000円（学生2,000円）
（参加の申込は本校HPよりお願いします。会費については同窓会より一部補助が出ております。）
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　円安、物価高騰、コメ問題、猛暑、トランプ関税…など、
少し前には考えもしなかったことが次々と起こる昨今で
すが同窓生のみなさんはお元気でお過ごしでしょうか？
開校13年目に入学した私には「盛岡三高＝若い高校」の
イメージがありますが1回生はすでに77歳の喜寿を迎え
ておられますし、後から誕生した高校も多数あり、もう
「伝統校」と言っていい立場になってきていると思いま
す。そして歴代の先生方、同窓生たちが築いてきた文武
両道の「さわやか」なイメージは中学生からは「入りた
い高校」、親からも「入らせたい高校」の最上位高とし
て長い間人気を誇ってきました。部活動も活発で春の高
校総体でもボート、新体操、陸上などで大きく名前が載っ
ていましたし、文化部でも文芸部や吹奏楽部などが今や
名門といえる活動を続けてくれています。
　しかし、昨年も書きましたが高校選択の考え方は変わ
りつつあります。少子化の波の中、政府は高校授業料無
償化の方針を打ち出し、それは私立まで含むこととなり

ました。専門分野に強く、希望はあっても学費の高さが
ネックになっていた私立志望受験生のハードルが下がり
ます。そしてすでに普通高校では学級減も進み、合併も
行われました。これからはそれぞれの高校が独自色を打
ち出して存在価値を高めていかなければ受験生に選んで
もらえません。私の高校受験の頃は普通高校を落ちたら
私立に入るか浪人するかを選択するという形で、それぞ
れの将来を考えた進学先選択という指導はされなかった
ような気がします。「とりあえずはぎりぎり届きそうな
高校を受験して入学したら次を考えましょう」という感
じでした。高校に入っても授業の中で将来を考える場は
少なく「先のことがわからないならとにかく勉強して、
大学に入ってそれから考えなさい」という感じでした。
やがて大学に入ることだけが目標となってしまった結
果、遊んでしまってその先にたいへんな状況が待ってい
たわけです。（自分を振り返っております）その意味で
は早いうちに自分の個性に目をむけながら才能を伸ばせ
る高校選択が可能になってきたのはいいことだと思いま
す。今、三高では特色入試の他、選択的単位制度を導入
して入学後に将来を見据えた科目選択が学年を越えて柔
軟にできるようになりました。他校の取り組みも見なが
らこのような改革を続けていくことで志望者を減らすこ
となくさらなる発展を望むばかりです。これからも私た
ちは同窓生として三高がどのような方向に向かっていく
のか見守り、後輩たちの活躍に目を向け、少しでも活動
の支援ができるよう体制を作っていきましょう。ご協力
よろしくお願いいたします。

　同窓会員の皆様には、日頃より本校の教育活動に格別
のご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。本年度
４月に着任いたしました校長の菅野と申します。本校に
は、教諭として平成21年度から７年間、副校長として令
和３年度から２年間お世話になりました。素晴らしい生徒
たちや職員の皆様とともに過ごせた日々は一生の宝物で
すし、ちょうど創立50周年、60周年記念式典に携われた
ことも良い思い出です。４月の新任式での生徒の拍手の
大きさや入学式で吹奏楽部が演奏した「セレモニアルマー
チ未来への階」を聴き、戻ってきたのだという思いを強く
しました。再び、いや三度、盛岡三高に勤務できる喜び
と責務を日々噛みしめております。
　さて、本校では今年度の入学生から、岩手県内の高校
では初となる、進学型単位制を導入しております。習熟
度別授業や少人数学習、進路希望に応じた多様な科目選
択等を通して、生徒一人ひとりに応じた質の高い学びと
進路実現を図っていきます。併せて、「総合的な探究の時
間」を「ＯＲＰ（おおとりリサーチプログラム）」と名付
け、生徒自らの問いやリサーチ、対話を重視することで、
探究的な学びの一層の充実も図っております。これまで
本校が行ってきた学習活動や探究活動をさらに進化させ、
魅力ある学校づくりを進めていきます。
　次に、生徒たちは三高生の礎である「文武不岐」を胸に、
特別活動にも一生懸命に取り組んでいます。中国インター
ハイには、新体操部女子団体、弓道部男子個人、陸上競
技部女子個人、テニス部男子個人、ローイング（ボート）
部男子、なぎなた女子個人が出場しました。香川県で開

催された全国高総文祭には、文芸部、美術部、視聴覚委
員会、理数探究コース化学班が出場しました。私は県高
総体の様子を前期、中心会期と７日間にわたって視察し
ましたが、各競技会場において三高生の目覚ましい活躍
を目にすることができ、改めて、さわやか三高生たちの
頑張りや素晴らしさに感銘を受けました。
　また、コロナ禍で中止していたＳＲＨ（サイエンスリサー
チハイスクール）事業における海外研修も復活し、３月
中旬の５日間、８名の生徒が台湾の台北市を訪問しまし
た。台北市立中崙高級中学校生徒との交流、淡江大学で
の講義受講や日本人留学生との交流、故宮博物院や国立
台湾博物館の見学等、生徒たちの見識や視野を広げる貴
重な研修となりました。同窓会からもご協力をいただいた
ことに深く感謝申し上げます。
　今後も盛岡三高の更なる発展を目指して、生徒、職員
一丸となって邁進していく所存でございますので、引き
続き、同窓会員の皆様のお力添えを賜りますようお願い
申し上げます。

　この度、高校３年生の時にお世話になった担任の先生
より、同窓会報への寄稿という貴重な機会をいただきま
した。現在大学３年生の私は、まだ社会人としての経験
はございませんが、皆さんと近い世代として、大学生活
の真っただ中にいるからこそお伝えできる率直な声があ
るのではないかと考えております。大学での学びや日々
の体験を通じて感じたことを素直にお話しすることで、
高校生の皆さんが自分なりの未来を描き、大学進学を前
向きに捉える一助となるよう、心を込めて綴らせていた
だきます。
　私の高校時代を振り返ると、部活動で取り組んだアル
ペンスキーに全てを捧げた3年間でした。部員わずか2
名という環境の中で、夏季はひたすら自分を追い込む日
々を過ごし、冬季に入ると約3ヶ月間遠征や大会への参
加でスキー場に籠る生活をしていました。インターハイ
や国体への出場という目標は達成できましたが、全国入
賞という目標は叶えることができませんでした。今振り
返ってみると、部活動とは「自分の努力と社会からの評
価を照らし合わせる場」であったと感じています。自分
なりに納得できるほど努力を重ねていても、全国という
舞台では結果は時として非情でした。全国大会で上位に
立つ選手たちは、どんな環境でも圧倒的な努力量そのも
のを積み重ねていることを、身をもって知らされました。
自分の能力の欠如を素直に受け入れ、それでもなお前を
向いて再び立ち上がる。この経験を何度も繰り返したこ
とで、大学進学後の現在も、自らコンフォートゾーンを
抜け出し、新たな挑戦の場で戦っていく意識が自然と培
われたのだと実感しています。
　私は大学で「事業構想学」という０から新しい価値を
生み出すための学問を専攻しています。入学以来、10
件以上の新規事業案を構想し、ビジネスコンテストでも
2度の優勝を経験しました。そんな私が大学生活で最も
力を注いできたのが、学生団体「Brush」の活動です。
Brushは私が大学一年生の時に、同級生11名と立ち上
げました。発足のきっかけは、宮城大学に通う中で、夢
や目標を持ちながらも仲間やノウハウ、資金や人脈と
いった「環境の不足」によって挑戦を諦めてしまう学生
が多いことに課題を感じたことでした。「すべての挑戦
者を、エンパワーメントする」というVISIONのもと、
仲間同士でアイデアをブレインストーミングし合える場
や、スポンサー制度による資金サポートなど、挑戦のハー
ドルを下げる仕組みを構築してきました。Brushの活動
の中で最も大きな挑戦となったのが、宮城県塩竈市の離
島・桂島での海の家を復興させるプロジェクトです。高
齢化により閉業した海の家は、島唯一の消費拠点だった
ため、その閉鎖は地域経済の実質的な喪失を意味してい
ました。私たちはこの現状を「地域の未来への危機」と
捉え、共感した学生80名とともに、海の家の復活を目
指しました。このプロジェクトを進める中で、私は東北
という土地に根付く特別な「意志」を強く感じるように
なりました。正解の見えない困難な状況の中で、これま
でこの地に住んできた人々の思い出や原風景を、決して
風化させてはいけないという強い信念がそこにはありま
した。それは単なる地域的特色を超えた、時代を貫く精
神性に近いものがあり、地方創生における根本的な課題
に対する重要な示唆を与えてくれるものでした。
　この東北の意志のルーツを辿ると、かつて大和政権の
支配に屈しなかった「まつろわぬ民」としての蝦夷の歴
史に行き着きます。権威や既存の価値観にとらわれず、
自らの信念に基づいて生きるという精神は、今も脈々と
受け継がれています。さらに、津波や地震など度重なる
自然災害に直面してきた東北で、何度でも街を再建しよ
うとする人々の姿勢には、「命の数珠繋ぎ」の延長線上
に自分たちが位置しているという意識と、先人から受け
継いだ生命と文化を次の世代へと確実に引き継ぐという
深い責任感が宿っています。私たちの桂島での活動も、
まさにこの精神の現れだと感じています。

　しかし、現代社会を見渡すと、明治維新の時代に世界
規模で起こった「生の国有化」という現象の影響が色濃
く残っています。近代国家への移行過程で、私たちは個
人の生き方や役割を国家に委ね、その結果「消費者」と
して観客席に押し上げられてしまいました。個々人が持
つ社会的自発性は国家という大きな枠組みに吸収され、
私たちは受動的な存在になったのです。近代国家の成立
過程では、中心となる政府を作ることで周辺部を効率化
してきましたが、その過程で地方は中央への「依存心」
を育んでしまいました。この依存こそが思考停止の一形
態であり、自ら考え行動する主体性を失わせる原因と
なっていったのだと思います。
　こうした現代社会の課題に対して、東北という土地で
は抗う動きが生まれています。近年、へラルボニーや雨
風太陽といったインパクトスタートアップが東北から相
次いで生まれていることは、決して偶然ではありません。
これらの企業に共通するのは、従来のビジネスモデルと
は根本的に異なるアプローチを採っていることです。へ
ラルボニーの松田さんが語る「思想の拡張の先に、市場
の拡張がある」という言葉は、この現象の本質的な部分
を表していると思います。東北では、外部環境を分析し
てから戦略を立てる一般的な「アウトサイドイン」型の
アプローチとは逆に、「強い思い」が事業を牽引する「イ
ンサイドアウト」型の動きが実際に起こっています。こ
れは単なるビジネス手法の違いではなく、この土地に根
ざした歴史的な精神性の現れなのではないでしょうか。
私たちBrushの地方創生プロジェクトも、まさにこの「イ
ンサイドアウト」型のアプローチから生まれたものでし
た。雨風太陽が提唱した「社会的財務諸表」といった新
たな指標も、経済的価値だけでなく社会性や意志を可視
化しようという試みであり、数字では表現しきれない価
値を社会に示すことで、新たな評価軸を創造しようとし
ているのです。
　社会の変化がこれほどまでに激しい現代において、大
学進学に関しても、もはやこれまでのように明確な「敷
かれたレール」は存在しません。今こそ私たちは観客席
からグラウンドへ降り、自分自身が「提供する側」とし
て社会に関わるべき時なのだと思います。「当事者意識」
という言葉がよく使われますが、まず問われるべきは自
分自身の人生の当事者になっているか、自らの人生を自
分の手で創造し、その価値を握っているかということで
す。国家に一度「国有化」された生を、再び自らの手で「奪
還」する。この思想こそが、現代の東北発インパクトス
タートアップの根幹であり、Brushの活動で私自身が大
切にしている価値観でもあります。
　そして最後に、私たちが向き合わなければならない根
本的な問いがあります。それは、「将来人口が０になる
ことがわかっている地域を復興する意義とは何か」とい
うものです。この問いに対して、単純な経済効率や合理
性からは答えは出ません。しかし、東北の歴史や精神性、
そして実際の活動を通じて見えてきたのは、「命の連続
性」や「未来への責任」といった数値では測れない価値
です。人口減少という現実を前にしても、なお立ち上が
ろうとする意志こそが、現代社会が最も必要としている
力だと思います。それは、自らの生を国家や社会に委ね
るのではなく、自分自身で価値を創造し、次世代に何か
を残そうとする東北民の根源的な熱量なのです。
　この意志がある限り、そして自らの人生を自らの手で
切り拓こうとする人々がいる限り、たとえ人口が０にな
る地域であっても、その復興の取り組みには計り知れな
い意味があると私は考えています。それは単なる地域の
再生を超え、人間が人間らしく生きることの本質を問い
直す契機となるからです。私自身も、Brushでの活動を
通じてこの「意志」を受け継ぎ、次世代へと伝えていく
ことに使命を感じています。東北という土地が持つ強い
思いを、未来の価値創造へとつなげていきたい。それが、
私の挑戦の原点なのだと思います。

盛岡三高の盛岡三高の
これからこれから

同窓会長

藤原誠司藤原誠司
(13回生)

三度目の三度目の
盛岡三高盛岡三高

校長

菅野 幸貴菅野 幸貴

〜東北には意志がある〜
� 宮城大学　奥 裕二郎（58回生）
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2025
部 活 動
報 告
＜運動部＞
陸上競技部
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
陸上競技
▼男子� 400mH� 第３位　齋藤涼平
� 砲丸投� 第５位 梅田礼司
▼女子� 100m� 第1位 工藤玲七
� 200m� 第1位　工藤玲七
� 800m� 第1位 滝本茉心
� 1500m� 第２位 滝本茉心
� 4×400m� 第２位
� � �角田桜子・工藤玲七・

江藤結遥・滝本茉心
� 400mH� 第３位　上中優奈
� 3000m� 第４位　小川佳鈴
� 5000mW� 第４位　吉田一花
� 800m� 第５位　川崎芽生
� 100mH� 第５位　小田中菜
� 走幅跳� 第５位　三上夢唯
� 円盤投� 第５位　上路華鈴
� 400m� 第６位　江藤結遥
� 1500m� 第６位　小川佳鈴
� 砲丸投� 第６位　上路華鈴

以上東北大会進出
【総合】　女子トラックの部　第２位
　　　　女子総合　　　　　第４位
●第80回東北高等学校陸上競技大会�
　【東北ブロックインターハイ予選】
▼女子� 800m� 第５位　滝本茉心

　インターハイ出場
� 100m� 第８位　工藤玲七

新体操部
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
新体操
個人総合�第３位　工藤璃乃

東北選手権出場
個人総合�第４位　岩舘空那�
個人総合�第６位　渡邊心愛
フープ� 第３位　岩舘空那
リボン� 第３位　工藤璃乃
団体� 第1位　工藤璃乃・岩舘空那・
� 　　　　澤田雪乃・渡邊心愛・
� 　　　　柴田詩世

東北選手権・インターハイ出場
●第54回東北高等学校新体操選手権
個人総合�出場　　工藤璃乃
団体� 第６位　�工藤璃乃・岩舘空那・
� 　　　　澤田雪乃・渡邊心愛・
� 　　　　柴田詩世
●令和７年度全国高等学校総合体育大会
団体� 第23位　�工藤璃乃・岩舘空那・
� 　　　　澤田雪乃・渡邊心愛・
� 　　　　柴田詩世

水泳部
●第77回岩手県高等学校総合体育大会
　水泳競技
▼男子
100m自由形� 第８位　皆川藍琉
▼女子
400m個人メドレー
� 第５位 佐藤花星
4×100mリレー
� 第７位　�昆　来瞳・菊池萌生・
� 　　　　千田光梨・佐藤史織
4×200mリレー
� 第７位　�菊池萌生・中野綾夏・
� 　　　　佐藤花星・佐藤史織

4×100mメドレーリレー
� 第６位　�千田光梨・菊池萌生・
� 　　　　　佐藤史織・中野綾夏
� 以上、東北大会出場

バスケットボール部
●�第77回岩手県高等学校総合体育
　バスケットボール競技
▼男子
　盛三　114－77　釜石
　盛三　88－74 水沢
　盛三　56－89 黒沢尻工業　ベスト16
▼女子
　盛三　102－39 金ケ崎・翔南・水商
　盛三　85－44 盛岡第四
　盛三　45－89 一関学院　ベスト8

バレーボール部
●�第77回岩手県高等学校総合体育
　バレーボール競技
▼男子
　盛三　２－０　盛岡北
　盛三　２－０　久慈・久慈翔北
　盛三　２－０　宮古
　盛三　1－２　南昌みらい
第３位
　　優秀選手賞　田口一徹
▼女子
　盛三　２－０　軽米
　盛三　２－０　釜石
　盛三　２－０　一関修紅
　盛三　０－２　盛岡誠桜
第３位
　　優秀選手賞　秋田愛深

卓球部
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
卓球競技
▼男子
学校対抗�
　盛三　３－０　大東
　盛三　２－３　花北青雲　ベスト16
　個人戦ダブルス　
　　小林レオ・長嶺孝明�組　ベスト16
　個人戦シングルス
　　第17位　小林レオ　東北選手権出場
▼女子
学校対抗
　盛三　３－０　宮古商工
　盛三　３－1　黒沢尻北
　盛三　３－1　花北青雲
　盛三　０－３　盛岡第二
第３位
　個人戦ダブルス　
　　川田菜緒・松川裳那�組　ベスト16
　個人戦シングルス　
　　松川裳那　ベスト16� 東北選手権出場

ソフトテニス部
●第77回岩手県高校総体ソフトテニス
▼男子
団体戦
　盛三　２－1　高田
　盛三　２－０　花巻南
　盛三　０－２　一関学院　ベスト８
▼女子
団体戦

　盛三　２ー1　盛岡誠桜
　盛三　０ー２　盛岡市立

サッカー部
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
サッカー競技
　盛三　０－４　南昌みらい

ラグビー部
●第77回岩手県高等学校総合体育大会
　ラグビーフットボール競技
　盛三・盛岡北・岩手・一関工業合同
　　　　０－72　黒沢尻北
　盛三・盛岡北・岩手・一関工業合
　　　　47－38　盛岡一�

ハンドボール部
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
ハンドボール競技
▼男子
　盛三　23－28　盛岡中央
▼女子
　盛三・盛岡誠桜　20－15　盛岡二
　盛三・盛岡誠桜　15－28　白百合
　　　　第３位
　　優秀選手賞　柳原かほり

バドミントン部
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
バドミントン競技
▼男子
団体戦
　盛三　３－０　水沢商業
　盛三　０－３　黒沢尻北
▼女子
団体戦
　盛三　３－０　遠野
　盛三　０－３　前沢
個人戦ダブルス
　髙橋愛泉・細川実桜　２－1　花北青雲
　髙橋愛泉・細川実桜　２－０　前沢
　髙橋愛泉・細川実桜　０－２　花北青雲
　� 　ベスト８

剣道部
●第77回岩手県高等学校総合体育大会
剣道競技
▼男子
個人　３回戦敗退　村井俊哉
　　　５回戦敗退　髙橋宏河
▼女子
個人　３回戦敗退　及川育実

弓道部
●第67回岩手県弓道選手権大会
▼男子
　第２位　舘川　陽
▼女子
　第1位　大宮璃子　射道優秀賞受賞
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
弓道競技
▼男子
団体　第３位
個人　第1位　新沼舘壱成
　�� 東北選手権大会・インターハイ出場権
　決勝戦進出　小野寺奏真
▼女子
団体　準々決勝進出　ベスト16

個人　第６位　馬場彩夏
� 　東北選手権大会出場権獲得
●第55回東北高等学校弓道選手権大会
▼男子　個人�出場　新沼舘壱成
▼女子　個人�出場　馬場彩夏
●�令和７年度全国高等学校総合体育大会　
弓道競技
▼男子　個人�出場　新沼舘壱成

ローイング部
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
ローイング競技
▼男子
ダブルスカル　第２位　
　　佐々木祥・岩崎顕真

東北選手権大会出場権
舵手付クォドルプル　第1位　
　　�舘澤奈緒・鈴木健一郎・齊藤日陽・
　　吉田和生・若澤凛空
� 東北選手権大会、インターハイ出場権
男子総合優勝
▼女子
ダブルスカル　第２位　
　　木村稀絢・細屋星奈

東北選手権大会出場権
●�第51回東北高等学校ローイング選手権
大会
▼男子
ダブルスカル　
　予選４着、敗者復活戦５着
　　佐々木祥・岩崎顕真
舵手付クォドルプル
　予選３着、準決勝進出
　　舘澤奈緒・鈴木健一郎・齊藤日陽・
　　吉田和生・若澤凛空
▼女子
ダブルスカル
　予選３着、準決勝進出
　　木村稀絢・細屋星奈
●�令和７年度全国高等学校総合体育大会
▼男子
舵手付クォドルプル　敗者復活戦４着

テニス部
●岩手県ジュニアテニス選手権大会
▼男子
シングルス
U16� 第６位　長井煌汰郎
U18� 第４位　木谷　隼
●東北ジュニアテニス選手権大会
▼男子
U18� 第６位　柵山実輝
ダブルス
U18� 第３位　木谷　隼・柵山実輝
U16　長井煌汰郎・他校生とのペア

ベスト８
▼女子
ダブルス　坂待似子・佐々木和奏
� 　ベスト８
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
テニス競技
▼男子
団体
　盛三　1－２　花巻北
　盛三　２－０　南昌みらい
　盛三　０－２　盛岡四
個人
シングルス　準優勝　木谷　隼
� 　東北大会・全国高校総体出場権
ダブルス
　　　佐々木雅扉・長井煌汰郎� ベスト８
　　　木谷　隼・柵山実輝　� ベスト８
●第66回東北高等学校テニス選手権大会
個人　シングルス
　1回戦敗退　木谷　隼　０－６　仙台三
●第20回岩手県民テニス大会（少年の部）
▼男子
シングルス　第２位　柵山実輝
　　　　　　第３位　長井煌汰郎

▼女子　シングルス　畑希乃羽　�ベスト８
●�東北ジュニア選手権大会
▼男子　シングルス　木谷　隼�　ベスト８
●�夏季ジュニアトーナメントU17
▼男子　シングルス　第４位　柵山実輝
●�令和７年度全国高等学校総合体育大会
▼男子
シングルス
木谷　隼　1－６　立命館慶祥（北海道）
� 1回戦敗退

空手道部
●�第55回岩手県空手道選手権大会
▼女子
団体組手　初戦敗退
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
空手道競技
▼女子
団体組手　第３位

野球部
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会硬
式野球競技兼第72回春季東北地区高等
学校野球岩手県大会
　盛三　９－０　宮古（７Ｃ）
　盛三　３－10　盛岡誠桜（７Ｃ）
　　　　　　　　　　　� ベスト16
●第107回全国高等学校野球選手権岩手大会
　盛三　11－1　千厩（６Ｃ）
　盛三　４－７　盛岡一

＜文化部＞
書道部
●�第23回岩手県高等学校書道作品コン
クール
奨励賞　�角掛那緒・及川結月・羽沢遥菜・

石沢香蓮・赤川優月
●第20回岩手日報高校書展
日報大賞　及川結月
優秀賞　　田畑舞桜
秀逸賞　�　�角掛那緒・川又　菫・沼田優唯　

石沢香蓮
入　選　　�川又陽奈望・髙橋日菜
　　　　　小澤瑚 ・々櫻田凛羽・渋田　咲・
　　　　　赤川優月・羽沢遥菜・南野心夏・
　　　　　片山和奏・根城心菜・鈴木絢菜・
　　　　　佐々木りな・中村紗瑛・木村詩乃

音楽部
●第77回全日本合唱コンクール岩手県大会
高等学校部門　銀賞

吹奏楽部
●�第63回岩手県吹奏楽コンクール岩手県
大会
　高等学校の部　金賞
（令和８年度全国高等学校総合文化祭秋田
大会へ推薦）
●第68回東北吹奏楽コンクール
　高等学校の部　銀賞

囲碁将棋部
●第47回岩手県高等学校将棋大会
▼男子　団体　Ｂ級優勝
　獅子内陸仁・田口悠就・石山総司
▼女子　個人Ｂ級　第２位　大﨑　光

文芸部
●かがわ総文祭2025
散文部門参加　　　田島颯大
文芸部誌部門参加　大川悠花
●第10回高校生万葉短歌バトルin高岡
団体　第３位　�窪田　明・田中陽菜・　　

本間史子
判者賞（佐々木頼綱賞）　窪田　明
●�第20回全国高校生短歌大会�短歌甲子園
2025
団体優勝　藤村　嶺・嶋　　瞳・髙橋こころ

●令和７年度岩手県高校生文芸コンクール
［詩部門］
　優秀賞　嶋　　瞳・鈴木登陽
［俳句部門］
　優秀賞　田中陽菜
　優良賞　田島颯大・大川悠花
［随筆部門］
優秀賞 窪田　明

［小説部門］
　最優秀賞　鈴木登陽
　優秀賞　�菅原茉央・田島颯大・大川悠花
　　　　　窪田　明
　優良賞　小泉大和・藤村　嶺
［文芸部誌部門］
　優秀賞

華道部

●第78回岩手芸術祭華道展出瓶
　吉田朱里・髙橋心桜・元木詩夏・
　佐々木美優・小須田百香・三浦嘉心・
　髙橋あかり・星合優茉

視聴覚委員会

●�第48回岩手県高等学校総合文化祭　　
放送部門大会
アナウンス部門
　優良賞　川又陽奈望
ラジオドキュメント部門
　優良賞　『防災無線で繋ぐ命』
　　　　　嶋　　瞳・髙橋こころ
テレビドキュメント部門　
　優良賞　『とうふでトップ』
　　　　　川又陽奈望・田畑舞桜・
　　　　　畠山結人
創作ラジオドラマ部門　
　優秀賞　『友居れば、永遠の幸』
　　　　　三浦嘉心・稲垣百花
第72回NHK杯全国高校放送コンテスト大
会推薦

その他

《なぎなた》
●�第77回岩手県高等学校総合体育大会　
なぎなた競技
第1位　南舘ひより

2025インターハイ出場権
●第27回東北高等学校なぎなた選手権大会
　　　　南舘ひより ベスト８
●�令和７年度全国高等学校総合体育大会
　なぎなた競技
　　　　南舘ひより� ベスト16

《三味線》
●第43回津軽三味線世界大会
　ユース優勝Ｃ部門　堀間耀心

《武術太極拳》
●第42回全日本武術太極拳選手権大会
　女子規定難度太極拳の部
　第1位　和野佳保
●第79回国民スポーツ大会武術太極拳競技
　ジュニア太極拳２（少年女子）
　第２位　和野佳保

●�令和７年度岩手県高校生文芸コンクール
（演劇部）
［戯曲部門］
　優秀賞　小笠原綾音　佐藤美昊
　優良賞　小泉りさ
●�令和７年度岩手県高校生文芸コンクール
（国語科）
［短歌部門］
　最優秀賞　清水理央
　優良賞　小泉三礼　櫻庭蒼真
［俳句部門］
　優良賞　萩原未有
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旧　職　員
守　屋　光　雅（旧職員）
柳　林　春　治
菅　野　幸　輝
畠　中　祥　夫
渡　部　航志郎
工　藤　　　薫
佐　藤　三樹夫
五十嵐　忠　義
米　内　ひさ子
沼　倉　　　守
斎　藤　　　暘
千　葉　雅　彦
戸　田　清　和
三　田　哲　雄
長　澤　佳　彦
大　光　　　昭
石　村　廣　志
森　田　俊　輔
佐々木　　　修

会　　　員
谷　藤　昌　範（1回生）
滝　村　民　明（1回生）
平　舘　和　子（1回生）
権　谷　　　徹（1回生）
谷　藤　昌　範（1回生）
戸　澤　慎　一（1回生）
大志田　公　一（1回生）
川　村　幸　彦（1回生）
豊　巻　章　道（1回生）
久　慈　　　博（1回生）
金　子　栄　也（1回生）
鈴　木　久　雄（1回生）
成　島　忠一郎（1回生）
菊　池　憲　司（1回生）
山　崎　恒　道（1回生）
高　村　　　潔（1回生）
富　樫　俊　暢（1回生）
佐々木　光　弘（1回生）
佐々木（沢田）洋子（1回生）
釜　沢　政　紀（1回生）
立　花　勇　司（1回生）
泉　山　良　男（２回生）
大志田　　　勉（２回生）
白　石　　　茂（２回生）
村　田　芳　三（２回生）
大　泉　衆　一（２回生）
菊　池　公　和（２回生）
山　田　英　幸（２回生）
菊　池　　　悟（２回生）
高　山　　　實（２回生）
村　松　仁　士（２回生）
飯　沼　豊　成（２回生）
竹　鼻　義　徳（２回生）
上　野　靖　仁（２回生）
吉　田　達　夫（２回生）
桜　井　俊　二（２回生）
谷　藤　一　雄（２回生）
餘　目　正　敏（２回生）
横　澤　　　忠（２回生）
安ケ平　良　三（２回生）
白　石　　　茂（２回生）
阿　部　信　一（３回生）
藤　田　能　文（３回生）
稲　田　　　収（３回生）
岡　田　謙　二（３回生）
西村（吉田）彰（３回生）
祝　　　修　二（３回生）
工　藤　研　一（３回生）
渡　辺　潤　悦（３回生）
竹　本　　　茂（３回生）
村　上　武治郎（３回生）
江刺家　保　美（３回生）
紺　野　啓　三（３回生）
佐　藤　元　昭（３回生）
工　藤　紀　夫（３回生）
吉　田　和　裕（３回生）
亀　澤　栄三郎（３回生）
田中舘　桃　子（３回生）
工　藤　雅　夫（３回生）
新田（早坂）エリ子（３回生）
藤　田　光　孝（３回生）
三　浦　三津樹（３回生）
菅　原　幸　治（４回生）

小　原　範　男（４回生）
山　本　　　豊（４回生）
細　川　　　久（４回生）
菊　池　則　道（４回生）
杉　下　一　郎（４回生）
小　野　洋　一（４回生）
斉　藤　　　貢（４回生）
飯島（大川）静子（４回生）
葛　巻　猛　利（４回生）
遠　藤　　　博（４回生）
福島（平野）元信（４回生）
藤　原　繁　夫（４回生）
高　橋　辰　雄（５回生）
小　菅　道　仁（５回生）
佐々木　和　彦（５回生）
佐　藤　　　誠（５回生）
佐　藤　美代子（５回生）
山　内　隆　文（５回生）
大　川　健　老（５回生）
佐　藤　浩　一（５回生）
吉　田　利　次（５回生）
矢羽々　　　諭（５回生）
岩田（堀口）寿子（５回生）
冨　山　道　彦（５回生）
荒　川　宗　久（５回生）
立　花　政　則（６回生）
遊　佐　守　彦（６回生）
板　橋　　　満（６回生）
柏　　　陽一郎（６回生）
扇　田　竜　二（６回生）
柳　谷　敬　志（６回生）
矢田森　文　子（６回生）
谷藤（澤口）礼子（６回生）
高　橋　和　憲（６回生）
佐々木　　　勇（６回生）
藤　原　徳　雄（６回生）
佐　藤　　　弘（６回生）
菅　原　広　二（６回生）
上田（長沢）多佳子（６回生）
千　葉　眞　一（６回生）
下　村　　　修（６回生）
飯　岡　経　也（６回生）
杉　田　昭　栄（６回生）
細　川　秀　夫（６回生）
本田（安藤）敦子（７回生）
福　井　善　之（７回生）
髙　村　　　隆（７回生）
砂子田　　　哲（７回生）
林　　　　　朗（７回生）
佐　藤　　　隆（７回生）
吉　田　良　平（７回生）
吉田（渋谷）あき子（７回生）
佐々木　雅　弘（７回生）
煙　山　信　夫（７回生）
松　尾　　　厚（７回生）
佐　藤　光　夫（７回生）
今　野　吉　章（７回生）
武　藤　　　功（７回生）
藤　原　　　浩（７回生）
小　綿　　　明（７回生）
鈴　木　千　福（７回生）
田　中　光　弘（７回生）
吉田（伊五沢）智子（７回生）
川　村　正　美（７回生）
鈴　木　晃　彦（７回生）
中　山　貴代子（７回生）
橘　　　雅　洋（７回生）
古山（半田）惠美子（７回生）
村田（佐々木）千加子（７回生）
獅子内　建　二（８回生）
堀　江　　　博（８回生）
菅　原　幸　克（８回生）
宮　手　幸　裕（８回生）
沼　田　崇　子（８回生）
石川（廣田）功子（８回生）
久慈林　一　彦（８回生）
佐々木　　　稔（９回生）
角　舘　俊　一（９回生）
伊藤（斉藤）慶子（９回生）
後　藤　充　治（９回生）
天　沼　久　純（９回生）
高　橋　　　宰（９回生）
工　藤　康　寛（９回生）
片　岡　敏　弘（９回生）
三　河　春　彦（９回生）

阿部（大澤）恵子（９回生）
沼宮内　和　宏（９回生）
澤　野　義　章（９回生）
田　中　忠　一（10回生）
井　藤　盛　一（10回生）
藤　倉　宏　文（10回生）
赤　坂　昌　吉（10回生）
小笠原　一　郎（10回生）
吉　島　英　信（10回生）
佐々木　　　繁（10回生）
日　影　孝　志（10回生）
中村（吉田）公子（10回生）
沼田（田口）由子（10回生）
渡　辺　光　市（10回生）
南　野　久　晃（10回生）
三吉（君塚）陽子（10回生）
石　杜　有　慎（10回生）
菊　池　雅　弘（10回生）
中　田　　　修（10回生）
岩崎（花坂）菜穂子 (11回生）

平　舘　　　仁 (11回生）

山　形　守　平 (11回生）

菅野（作山）祥子 (11回生）

田　澤　　　豊 (11回生）

吉　津　牧　男 (11回生）

鈴木（髙橋）幸子 (11回生）

大　里　　　進 (11回生）

阿　部　　　淳 (11回生）

田　村　敏　実 (11回生）

鈴　木　信　愛 (11回生）

佐　藤　一　彦 (12回生）

高　山　　　透 (12回生）

田　中　幸　雄 (12回生）

昆　　　　　浩 (12回生）

熊谷（佐藤）智津子 (12回生）

沼　田　秀　彦 (12回生）

熊　谷　武　治 (12回生）

浅　野　　　彰 (12回生）

千　葉　英　三 (12回生）

工藤（吉田）純世 (12回生）

髙橋（中野）智子 (12回生）

阿部（佐々木）みどり (12回生）

姉　帯　憲　靖 (12回生）

竹　内　靖　子 (12回生）

石　川　　　敬 (13回生）

神　山　義　弘 (13回生）

佐々木　　　猛 (13回生）

菊　池　　　敬 (13回生）

村　田　方　洋 (13回生）

渡　邊　由　佳 (13回生）

木村（平山）智子 (13回生）

鈴　木　一　彦 (13回生）

藤　村　文　二 (13回生）

武　田　哲　夫 (13回生）

原田（梅津）れい子 (13回生）

岩渕（高橋）和子 (13回生）

畠　山　雅　之 (13回生）

佐々木　淳　一 (13回生）

伊　藤　栄　彦 (13回生）

吉　田　省　吾 (13回生）

小　林　　　茂 (13回生）

月崎（両川）房代 (13回生）

栗田（籠沢）真由美 (13回生）

佐　藤　亥　壱 (13回生）

大　沢　健　治 (13回生）

千　田　　　修 (13回生）

佐久間　晴　彦 (13回生）

伊藤（吉田）朋子 (13回生）

風間（沼宮内）美江 (13回生）

関　口　修　司 (13回生）

藤　原　誠　司 (13回生）

藤　田　聡　子 (14回生）

太　田　晶　久 (14回生）

佐藤（藤村）美保子 (14回生）

工　藤　ゆ　り (14回生）

後　藤　良　平 (14回生）

佐々木　譲　治 (14回生）

船　場　安　夫 (14回生）

太田（瀬川）厚子 (14回生）

佐々木　俊　夫 (14回生）

内　田　伸　哉 (14回生）

葛　西　清　志 (14回生）

戸田（村上）祥子 (14回生）

村里（早野）智子 (14回生）

澤口（八重樫）千賀子 (14回生）

鈴　木　登志朗 (14回生）

大　川　幸　一 (14回生）

佐　藤　幸　代 (14回生）

横　沢　眞樹子 (15回生）

山脇（釜津田）浩子 (15回生）

佐々木　　　靖 (15回生）

遠　洞　要　基 (15回生）

及　川　正　樹 (15回生）

小山田（木下）久子 (15回生）

吉津（大里）雅子 (15回生）

高橋（及川）厚子 (15回生）

中　村　悟　史 (15回生）

田　村　一　朗 (15回生）

琴　畑　尚　子 (15回生）

桑　田　成　利 (15回生）

川　村　秀　司 (15回生）

藤澤（松下）啓子 (15回生）

荒　川　文　治 (15回生）

田　上　忠　仁 (15回生）

鈴　木　　　淳 (15回生）

細　田　浩　二 (15回生）

小原（其田）なおみ (15回生）

城　内　達　夫 (15回生）

森　　　達　也 (16回生）

志　和　文　秋 (16回生）

遠　藤　睦　昭 (16回生）

菅野（多田）裕紀子 (17回生）

髙橋（千葉）直子 (17回生）

伊　藤　　　修 (17回生）

川嶋（山本）加奈子 (17回生）

千　田　　　敏 (17回生）

髙　村　伸　男 (17回生）

鈴　木　　　裕 (17回生）

北　　　純　子 (18回生）

内　澤　　　明 (18回生）

高　橋　　　淳 (18回生）

伊　藤　辰　夫 (18回生）

吉田（一戸）庸子 (18回生）

土　樋　博　志 (18回生）

大　澤　早百合 (18回生）

谷川（佐藤）智子 (18回生）

菊　池　　　工 (18回生）

大澤（村井）朝子 (19回生）

福士（小針）真理恵 (19回生）

小　形　和　律 (19回生）

桑原（佐々木）玲子 (19回生）

嶋　　　　　隆 (19回生）

鏡　　　雅　子 (20回生）

佐　野　拓　司 (20回生）

藤澤（山口）克恵 (20回生）

近　藤　裕　康 (20回生）

太　田　恭　広 (20回生）

齋　藤　　　誠 (21回生）

岩本（砂子）陽子 (21回生）

丸　山　正　志 (21回生）

三上（宮川）智美 (21回生）

久保（長沢）香世 (21回生）

小笠原　啓　助 (21回生）

遠　藤　　　純 (22回生）

齋　藤　　　健 (22回生）

八重畑　秀　樹 (22回生）

熊　谷　和　幸 (23回生）

川　村　正　章 (23回生）

佐　藤（藤原）誠 (23回生）

嶋　　　　　敦 (23回生）

吉　田　勇　光 (23回生）

鷹　觜　秀　志 (23回生）

川　村　哲　司 (23回生）

藤　田　健一郎 (23回生）

里　舘　　　均 (24回生）

古　澤　一　峰 (24回生）

高　橋　忠　大 (24回生）

橋　野　勝　己 (24回生）

佐々木　貴　弘 (25回生）

佐々木　宣　明 (25回生）

佐々木　　　哲 (25回生）

菅崎（三好）定巳 (25回生）

遊田（藤村）由希子 (26回生）

竹　田　史　彦 (26回生）

鈴　木　　　伸 (26回生）

奥　堂　　　綾 (26回生）

渡　邉　　　剛 (27回生）

塚　田　美和子 (27回生）

小野寺（今野）ユリ (27回生）

谷地舘　　　剛 (27回生）

千　葉　　　学 (27回生）

根　子　憲　一 (27回生）

松　坂　謙太郞 (28回生）

工　藤　隆　一 (28回生）

細　川　健　治 (28回生）

遠　藤　正　宏 (28回生）

及　川　拓　郎 (28回生）

加　藤　隆　芳 (29回生）

佐々木　浩　之 (30回生）

大泉（小笠原）愛 (30回生）

佐　藤（岡田）彩 (30回生）

千　葉　一　弘 (30回生）

藤　井　雅　史 (31回生）

佐々木　理　恵 (31回生）

北野（遠藤）裕美 (32回生）

熊　谷　　　篤 (32回生）

藤　本　　　大 (32回生）

五日市　弘　誉 (32回生）

豊　田　浩一郎 (33回生）

豊田（似里）和香 (33回生）

柏　葉　奈緒子 (34回生）

武　藤　早　月 (34回生）

鷹　羽　元　哉 (34回生）

對　馬　美　雪 (35回生）

安　保　敏　明 (36回生）

日野杉　良　輔 (38回生）

村　山　直　輝 (38回生）

千葉（岡村）多恵 (38回生）

中　家　正　史 (38回生）

岩　﨑　洋　平 (39回生）

一　戸　　　舞 (41回生）

北　田　　　唯 (41回生）

藤　原　広　大 (41回生）

鹿志村　晃　太 (42回生）

山　根　麻　衣 (42回生）

荒　木　まゆ子 (42回生）

大　鷲　泰　輝 (42回生）

藤　原　誠　樹 (42回生）

山中（田澤）遥香 (43回生）

上　野　秀　久 (43回生）

三　浦　伊　代 (43回生）

寺　本　達　生 (44回生）

中　村　一　史 (44回生）

佐々木　　　叡 (44回生）

藤　沢　耕　助 (44回生）

佐　藤　英　明 (44回生）

鹿志村　有　紗 (45回生）

石　川　真　有 (45回生）

向井田　真　衣 (45回生）

辻（今野）美里 (45回生）

向井田　　　斉 (46回生）

渡　邊　　　藍 (46回生）

鈴　江　大　樹 (47回生）

堀井（佐々木）暢 (47回生）

佐　藤　　　伸 (47回生）

妻　田　隆　司 (47回生）

伊　藤　　　新 (48回生）

菅　原　史　晃 (48回生）

村　上　竜　聖 (48回生）

阿部（舩渡）結 (48回生）

砂子田　　　晶 (48回生）

村　里　湧　人 (49回生）

佐々木　　　玄 (49回生）

藤　原　百　恵 (49回生）

川　村　綺　乃 (52回生）

佐々木　　　駿 (52回生）

志　和　孝　洋 (53回生）

村　上　魁　志 (53回生）

上澤田　宇　宙 (53回生）

米　澤　彩　乃 (54回生）

志　和　祐　希 (55回生）

田　村　駿　也 (55回生）

小　原　三　慶 (56回生）

田　屋　玖　馬 (56回生）

佐　藤　千　夏 (56回生）

安　達　向　希 (56回生）

戸　塚　由　久 (57回生）

志　和　孝　祐 (57回生）

遠　藤　隼　人 (58回生）

曽　我　優　大 (58回生）

上　川　結　輝 (59回生）

工　藤　　　翔 (59回生）

一　戸　優　甫 (59回生）

立　花　　　玲 (59回生）

母校支援 寄付のお礼とお願い（コンビニ、スマホでも寄付ができるようになりました）
　平成25年から始まりました母校支援の寄付金。これは周年行事への積み立てに充てる他、在校生の部活動や海外

研修などの支援金として利用させていただいております。毎年ご寄付いただいている方も多く、心より感謝申し上げ

ます。在校生へはキャンプテント２台ほか、３月に行われた台湾への海外派遣研修に参加した生徒へ還元させていた

だきました。しかし、その入金額がここ数年連続で前年を下回っており、このままでは在校生へ十分な支援ができな

くなる可能性が出てきました。そこで今回から、お気持ちがあればなるべく簡単にご寄付いただけるように郵便局だ

けでなくコンビニエンスストア、スマホ等バーコード決済でもご入金いただけるようにいたしました。どうか、これ

まで寄付経験がなかった同窓生のみなさんもぜひご協力よろしくお願いいたします。

　（ご寄付いただいた方のお名前は会報にて発表させていただいています）� 同窓会長 藤原　誠司

会　　　長 藤原　誠司 （13回生）

副　会　長 滝村　民明 （１回生）  山内　隆文 （５回生）  後藤　良平 （14回生）

理　　　事 泉山　良男 （２回生）  横澤　　忠 （２回生）  小綿　　明 （７回生）  藤原　誠徳 （９回生）  村田　達彦 （13回生）

佐々木　淳 （14回生）  及川　正樹 （15回生）  伊勢　志穂 （16回生）  佐藤　　直（16回生）  髙橋　貞勝 （20回生）

 小笠原啓助 （21回生）  馬場　暁彦 （24回生）  高橋　政喜 （25回生）  佐々木恵子（28回生）  邊　　明進 （31回生）

 坂東　　学 （33回生）  深田　真弓 （40回生）  豊川美穂子 （40回生）

監　　　事 藤田　光孝 （３回生）  阿部　由章 （５回生）

顧　　　問 菅野　幸貴 （校　長）

関東支部会長 後藤　良平 （14回生）

事 務 局 長 小原　謙一 （25回生）

事務局次長 佐藤　義之 （32回生）

事 務 局 員 阿部　　淳 （11回生）  柴田　良範 （14回生）  中舘　　豊 （15回生）  清川　義彦 （17回生）  熊谷　和幸 （23回生）

 吉田　哲郎 （34回生）  齊藤　芳朋 （35回生）  吉田　　哲 （35回生）及川　敏生 （41回生）   野嵜　友則 （41回生）

 笠水上ゆりえ （45回生）  佐藤　柚子 （48回生）

同窓会役員名簿

事 務 局 よ り
　日頃より、会員の皆様には同窓会活動に対し

ご理解とご支援を頂き大変ありがとうございま

す。

　今年度も株式会社サラト様の協力を得て会報

を発送しております。住所変更がございました

ら「住所変更のご連絡方法」をご参照のうえ、

ご一報をお願いします。

　今年度より、寄付金振込用紙を「郵便局専用」から「郵便局・コンビニ併用」に変更させていただきました。
お近くのコンビニエンスストア、スマホ等からも寄付を行うことができます。変更に伴い金額が固定された状態で

印字されております。2,000円以上の寄付を希望される方は大変お手数をおかけしますが、従来通り郵便局又はゆ

うちょ銀行で額の変更を行ったうえでご寄付をお願いいたします。

　昨今の事情を鑑み、同窓会報の在り方も見直していく必要が生じてきました。会報またはＨＰを通じてお知らせ

いたします。

寄付金振り込み方法の変更のお知らせ

　住所等の変更があった場合は盛岡三高ホームページのフォームに
よりご連絡いただくようお願いいたします。

手順１　 ホームページトップから「PTA・同窓会」をクリック
手順２　 鵬同窓会の「住所変更の連絡について」をクリック
手順３　鵬同窓会代表メールアドレスをクリック
手順４ 内容を打ち込み「送信」をクリック

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

住所変更のご連絡方法



8� 同窓会報「鵬」

【学校ホームページお知らせ】
　生徒の活動等詳しくはHPをご覧下さい。 

　http://www2.iwate-ed.jp/mo3-h/

�「note」で日々の三高の様子を発信しています。

QRコードまたは公式Webサイト上のリンクか

らぜひご覧ください。


